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1. はじめに

1991年から比国で水路測量・海図作製ミニプロ

ジェクトが3か年計画で実施されている。このプロ

ジェクトに海象担当の専門家として参加し，パラワ

ン島フ。エルトプリンセサ港の験糊資料を使い基本水

準面を決定した。

本稿では，プエルトプリンセサ験糊所の験潮シス

テム及び基本水準面の計算法を紹介する。

2.験潮システム

プエルトプリンセサ験潮所は，オーストラリア政

府による海洋夕、イナミ ックス計画の下で1990年6月

に港内の岸壁上に建設された。験潮システムは，フ

ロート型験潮器（LEUPOLDSTEVENS Model A-

71），水圧式験潮器（ENDECOModel 1029），デー

タ集録器（EMS-16）及び電源音ISで構成されていた。

（写真l～4参照）

フロート型験潮器で観測された潮位は，ロール紙

に記録されるとともにデータ集録器のカセットテー

プに記録されていた。また，水圧式験i朝器で観測さ

れた潮位は，メモリーカートリ ッジに記録されると

ともにデータ集録器のカセットテープに記録されて

いた。後者のデータは，前者が欠測した時の予備と

して扱われていた。（第 l図参照）

この海洋ダイナミ ックス計画の目的は，オースト

ラリア政府がアセアン各国に24か所の験糊所を建設

し，潮汐観測やデータ処理の技術を指導して， iWJ得

データをお互いに交換するとともに潮汐の数値モデ

ルを開発して参加各国の港湾，沿岸開発，汚染防止，

津波等の予報に役立てようとするものである。この

計画は， 1986年から 3か年計画で開始された潮汐，

潮汐現象プロジェクト（Tide& Tidal Phenomena 

Project）が終了後，第2段として1989年7月から 5ヶ

年計画で開始された。

3.比国の基本水準面

比国では， 1901年に沿岸測地部（CGSD : Coast & 

Geodetic Survey Department）が米国沿岸測地部の

マニラ事務所として創設されて以来，水路測量や海

図作製等の水路業務を実施している。当部は，幾多

の変遷を経て現在，国家地図資源情報庁

(NAMRIA: National Mapping & Resource 

Information Authority）の翼下にある。

比国の基準水準面はこのような歴史的背景から，

また，当国内の大部分の地域で潮汐のタイプが日潮

不等の大きい混合潮型であることから，米国の太平

洋側と同じ平均低低潮面（MLLW . Mean Lower 

Low Water）が採用されていた。

4.平均低低潮面

(1) 定義

米国商務省国家海洋気象局（NOAA. National 

Oceanic Atomospheric Administration）刊行の潮
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写真 l プエル卜プリンセサ験潮所全景

写真2 験潮器＆験潮井戸

写真4 水圧式験潮器（ENDECOModel 1029) 

写真3 フロート型験潮器
(LEUPOLD & STEVENS Model A・71)
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？タ表によると19年間観測した混合潮の低い低潮の算

術平均とされている。

(2）変動の特徴

第2図は平均低低潮面の年変化を示す。上段は月

平均水面の季節変化，中段は月平均低低湖面の年変

化，下段は月平均水面下の月平均低低潮面の年変化

を示す。下段の値は，上段から中段をヲ｜いた値であ

る。また，右側はマニラ，左側はプエルトプリンセ

サである。この変化には，半年周期成分が見られる。

すなわち，太陽の赤緯が大きい頃（夏至，冬至）に

極小となり，太陽の赤緯が小さい頃（春秋分）に極

大となる。この振幅は，地域により異なる。例えば，

マニラでは約4cm，プエルトプリンセサでは約6.5cm

て酔あった。

(3) 計算法

平均低低湖面は， 19年間の連続した観測値があれ

ば直接計算できるが，これ以外の場合，標準港の観

測値と比較して次に示す方法で算出する。この計算

に必要な観測期間は，最低1か月である。

1 ）高低潮表（TIDES: High and Low Waters) 

（第 I表参照）

① 高・低潮（HW&LW）の時間と高さを記入す

る。

② 高高槻I](HHW）及び低低潮（LLW）を選ぴ

出す。

（例）低低潮の選択法

1日2回高潮＆ 2回低潮 →低い低潮

l回高潮＆ 2回低湖l→低い低潮

2回高潮＆ l回低潮 →この低潮が前後の

関係からイ丘イ＇E;潮な

らば採用し，高い

低潮ならば不採用

とする。

l回高潮＆ l回低潮 →低潮

③ 月平均日高湖面（MHHW），月平均高湖面

(MHW），月平均低湖面（MLW）及び月平均

低低湖面（MLLW）を計算する。

④ 月平均潮差（Mn）を計算する。
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⑤ 高潮の日潮不等（DHQ）及び低潮の日潮不等

(DLQ）を計算する。

⑥ 月平均低高湖面（MLHW）及び月平均高低糊

面（MHLW）を計算する。（第3図，第3表参

照）

2）月平均値比較表（TIDES: Comparison of 

Monthly Means) （第2表参照）

⑦ 補助港ω及び標準港（B）について，その平均潮
位（MTL），平均水面（MSL)，平均潮差（Mn),

高潮の日潮不等（DHQ）及び低潮の日潮不等

(DLQ）を記入する。

⑧ 平均潮位（MTL)及び平均水面（MSL）につ

いては， AO=BO+(A’－B’）の関係式で計算す

る。

ここで〉

AO・補助港の永年値 A’：補助港の短期観

測値

BO：標準港の永年値 B’．標準港の短期観

j~lj億

一般的に， BOは19年間， A’＆B’は 1か月以上

同期間

⑨ 平均潮差（Mn），高潮の日潮不等（DHQ）及

び低潮の日糊不等（DLQ）については， AOO=

BOO*A”／B”の関係式で計算する。

ここで，

AOO・補助港の永年値 A”：補助港の短期

観測値

BOO.標準港の永年値 B”：標準港の短期

観測値

⑮ 表3の関係式から平均高高湖面（MHHW),

平均高潮面（MHW），平均低高槻！面（MLHW),

平均高低湖面（MHLW），平均低湖面（MLW)

及び平均低低潮面（MLLW）を計算する。

この地の基本水準面である平均低低湖面と日本国

内のそれとを比較すると，プエルトプリンセサでは，

日本流の基本水準面が，比国流の基本水準面よりも

0.44m低くかった。（第4図参照）
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第 1-1表高低潮表1
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第 1-2表高低潮表2
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5.おわりに

日本国内で採用されている基本水準面は，潮汐調

和定数から算出されているが，本稿では，実測の高

低潮位から直接算出する一方法を紹介した。

最後に，比国て”の本プロジェクトが無事終了する

ことを期待するとともに，本稿が，圏内の験糊業務

に少しでも役立てば幸いである。
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第3図潮位関係国

第3表潮位関係用語

略 号 関係式

MHHW Mean Higher High Water 平 均 高高 潮面 MTL+Mn/2+DHQ 

MHW Mean High Water 平 均高潮面 MTL+Mn/2 

MLHW Mean Lower High Water 平 均低高潮面 MTL+Mn/2-DHQ 

MTL Mean Tide Level 平 均潮位 (MHw+MLW) /2 

MHLW Mean Higher Low Water 平 均高低潮面 MTL-Mn/2+DLQ 

MLW Mean Low Water 平 均低i潮面 MTL-Mn/2 

MLLW Mean Lower Low Water 平 均低低潮面 MTL-Mn/l-DLQ 

Mn Mean Range 平 均潮 差 MHW-MLW 

DHQ Diurnal High Water Inequality 高 潮 の 日潮不等 MHHW-MHW 

DLQ Diurnal Low Water Inequality 低潮 の 日潮 不等 MLW-MLLW 

0 of G Zero of Gauge 験潮器 零 位
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第4図 プエル卜プリンセサの潮位関係国
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